
雑穀概説 
 
１．時空間、人工/自然の認識＝生物文化多様性 
  生業 ｖｓ 産業  どこにいる？どこにいく？ 
２. 雑穀街道、日本に伝播した雑穀 
３．欧米の雑穀 
４．古守豊甫博士懐古、身土不二＝健康長寿 

2016.5.14 木俣美樹男 雑穀栽培講習会セミナー／日本村塾 
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１）素のままの美しい暮らしの、基層は自らの「生業」である。 

 山村の暮らしでも生業だけでは暮らしにくく、都市での暮らしは生業を得られず、
生業がなくてもとりあえず暮らせる。ここに、拝金経済主義の陥穽がある。 

山村民は生業の不足を産業に少し関わることで補い、都市民は産業の隙間に、
生業を組み込むのがよい。 
 
語彙：Subsist；生存する、食っていく、暮らしていく、食料を与える。 
Subsistence；生存、生活、生計。       Subsistence farming；自給農耕。 
Subsistence crop；自家用農作物。 
 
２）暮らしの中で、生業と産業のバランスをとれば、ゆったりした暮らしができる。 
 

３）第一次産業を生業で補完する楽しみを知る。野生の復活を許す放棄耕作地を
減らす。 
 
４）遊び暮らす；狩猟（鉄砲ぶち、魚釣り、蜂取り、蜜蜂飼養…）、採集（盆栽・銘木、
山菜、きのこ、野草、昆虫…）、収集（石、化石、貝殻…） minor subsistence 

人生を楽しく遊び暮らすには、過剰な便利や不要不急なものを無くす。過剰な消
費のために、稼ぐことを止める。簡素な生活、自給知足が良い。芸事、文筆、野外
活動などをする。 
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Fig. Dispersal roots of common millet after the domestication  


